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起業に対するメンバーの想い

大手企業で終身雇用が当たり前ではなく、個々にキャリアを築く時代となった今

自分のキャリアを築くために模索する時間が重要なのでは…

自分たち自身が、大学時代に「地域創生」という同じキーワードで地域と出会い、

様々な人や文化・生き方に触れる中で自分の想いが言語化されてきた。

地方だからこその人の距離の近さを活かし、若者を中心に、

自分の想いや価値観を共有し、共に究め合う場と実践できる社会をつくりたい

もっと地方（ローカル）で

挑戦する選択肢を！！

⚫︎地域おこし協力隊として活動する中

で ・地方は小規模だからこそ、自分の興味を

持ったこと・やりたいことが実践しやすい。

・一人一人のキャリを自ら切り開いている人と多く出会える。

地域おこし協力隊として現在活動している新潟県南魚沼市をを中心に

一般社団法人yukinowaとして、人材の越境の仕組みをyukinowaでつ

くり、企業と人材の価値を高め、NIGATA  BRANDを世界に発信！

田中 晴樹 佐藤 隼音
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yukinowaインターン

起業/プロジェクト概要

エグゼクティブサマリー 全国の若者と新潟県南魚沼市との人材マッチング＆人材育成事業

プロモーション

事業内容

実現に向けて

理念 使命

課題

新潟県内の民間企業に長期間インターンシップとして就労しながら、若者の自己理解と実践、成長の場を提供し、

企業の人材確保や企業価値向上を図る人材派遣と人材育成を目的としたプログラム。 その他事業

・地域おこし協力隊員の募集＆コーディネートの委託事業

・大学生向け起業家教育プログラム

・ブランドプロモーション事業

・ポートフォリオ作成ワークショップ

・SNSによる自治体・民間企業の魅力＆求人紹介事業

①2025年5名の学生を対象にコーチングを行い、ポートフォリオ作成のサポートを行う

②2025年以内に南魚沼市内を中心に、民間企業３社にyukinowaインターンの導入

③一度南魚沼市に来訪した学生に、インターン実施に向けた情報発信を中心に行う

④総務省の「地域企業人材支援事業」を活用し、yukinowaインターンの運営を行う

⑤南魚沼市外の自治体や民間企業のブランドプロモーションを行い、繋がりから

yukinowaインターンを新潟県内全域に展開していく
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私たちのミッション

起業/プロジェクト概

要

ミッション

人材の越境の仕組みをyukinowaでつくり、

企業と人材の価値を高め、NIGATA BRANDを世界に発信する！

なぜやるか？ なぜ地方か？

✔

P
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起業/プロジェクト概要

何の課題に取り組むのか

何の課題に取り組むか

私たちは

何をするか

｜なぜこの課題が生じるのか？

✔ 組織における人材は、戦略的なものというより、

管理するものという傾向がいまだにある

企業は、こうした人的資本経営（人材を資本ととらえ、

その価値を最大限高めること）にどのように着手すべき

かが不透明なのではないか

出展：フェフミナ・ハリク（2023）の報告より

① 若者の企業へのインターンを通して、若者を受け入れる中で企業文化の開放を促進

② 人材がどのような学びを通して、どのように成長するか、そのために企業としてどのよう

な関わり方をすべきか、という人的資本経営の流れを若者の受け入れを通し理解してもらう

③ 前述した人材の越境メゾットがインターン生のみならず社員にも伝播する取り組みを行うことで、

企業のブランディング力など、企業価値の向上をサポートします。

「人材不足」「モチベーション維持難」「イノベーション

人材確保」などの企業の人材課題に取り組みます。

若者の課題として

2021年卒の新規大学卒就職者の３年以内離職率

34.9％

出展：厚生労働省（2024）、独自アンケート（n=67）

現代の就職活動に対しての独自調査

ー自分が何をしたいか、何ができる

かを探る機会がない 59.7 ％

企業の課題として

３年離職率３割、若者が自分が何をしたいかを探る機会が

ないという課題に取り組みます

人材の価値が、コーチングを通じて引き出した状態にして、企業とマッチングする必要がある

P
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なぜ南魚沼市か

yukinowaで取り組むこと

✔

✔

✔

yukinowa

新潟県

南魚沼市
首都圏

コーチング・伴走

地方で活躍する若者の増加

若者が地方に入りやすくなる

＜yukinowaインターン＞

自分とローカルキャリアとの関わりをつくる

その後の関係人口・交流人口・定住人口へと繋げる

大学生・第2新卒生

ローカルキャリアの発信

起業/プロジェクト概要

なぜ南魚沼市か/yukinowaで取り組むこと

右図のモデルケースを南魚沼市から生み出し、

やがて日本全国に展開することで、

地方の企業の価値向上につなげる
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定性目標

●短期

南魚沼市で活動するyukinowaインターン参加者が設定し

たミッションや自分のプロジェクトを実行し、南魚沼市

で自分だけのキャリアを開拓している状態。

●中期

自分だけのキャリアの実現のために、多くの若者の間で

南魚沼市での休学・起業・就職が選ばれている状態。

短期的な関わりだけではなく、1年以上の長期的な関わり

が増加している状態。

●長期

新潟が自分だけのキャリアを実現出来る場として認知さ

れ、それに魅力を感じた大学生や若者が次々に関わりを

求めている状態。

南魚沼市のモデルを全国に展開し、若者を受け入れる体

制が日本全体で整えられる。

参加者や若者の還流に対しての目標

起業/プロジェクト概

要

定性目標

●短期

コーチングや伴走支援により、想いやビジョンを持った

人材が企業とマッチしたことにより、企業への人材定着

に繋がっている状態。

●中期

yukinowa人材の育成を通して、デジタル広報人材やDX

人材の育成を達成し、ローカルな企業の価値やブランデ

ィング力などが向上している状態。

●長期

人材の越境メゾットが社員にも伝播することで、経営者

の人的資本経営課題が解決に向かい、企業としての価値

や魅力が上昇している状態。

地方企業に対しての目標
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定量目標

起業/プロジェクト概

要

定量目標

2026年 2028年 2030年

⚫︎yukinowaインターン
・南魚沼市内の3名の参加者を受け入れる

・コーディネート・募集・派遣代として、企業から

230,000円/人を徴収する

・参加者から、事前研修費として50,000円/人徴収

⚫︎大学生の起業家教育プログラム
・参加者10名（2024年度は参加者5名）

・年間参加費：100,000円/人

⚫︎人材紹介料
・￥0 （ノウハウの蓄積期間）

⚫︎自治体・企業プロモーション事業
・1件（中小企業から）

・500,000円

⚫︎収支計画
・（売上）15,490,000円（支出） 9,860,000円

（利益）5,630,000円

⚫︎yukinowaインターン
・南魚沼市内の5名の参加者を受け入れる

・コーディネート・募集・派遣代として、企業から

230,000円/人を徴収する

・参加者から、事前研修費として50,000円/人徴収

⚫︎大学生の起業家教育プログラム
・参加者15名

・年間参加費：1,500,000円/人

⚫︎人材紹介料
・￥0 （ノウハウの蓄積期間）

⚫︎自治体・企業プロモーション事業
・2件（中小企業から）

・500,000円/社

⚫︎収支計画
・（売上）14,550,000円（支出）14,070,000円

（利益）480,000円

⚫︎yukinowaインターン
・南魚沼市内の7名の参加者を受け入れる

・コーディネート・募集・派遣代として、企業から

230,000円/人を徴収する

・参加者から、事前研修費として50,000円/人徴収

⚫︎大学生の起業家教育プログラム
・参加者20名

・年間参加費：100,000円/人

⚫︎人材紹介料
・yukinowaの紹介からの入社2名

・1,200,000円/人

⚫︎自治体・企業プロモーション事業
・4件（中小企業3件/1件）

・合計3,500,000円

⚫︎収支計画
・（売上）25,195,000（支出）20,070,000円

（利益）5,125,000円
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ビジネスモデル

サービスの内容

地方企業長期間インターンシップ
yukinowaインターン

概要

収益

• 自治体助成金

⚬ 2026年：5,000,000円

• インターン生の募集・派遣

⚬ 50,000円/人

• インターン生の伴走・コーディネート

⚬ インターン生の時給 × 10%/ 人

• 事前研修日：50,000円/人

• 人材紹介料：yukinowaによる紹介からの入社時に、

入社1年分の給料×40%

（年収300万円の場合、1,200,000円）

新潟県内の民間企業に長期間インターンとして就労し、興味関心に対する実践を行うとともに、自己理解と企業や業界理解を深める

概要

・地方の中小企業の人材不足の解決に向けた

新たな人材の流れづくり

・若者の自己理解を深める場、成長できる実践の場の提供

対象 18歳以上（大学生 ・転職希望の若者 ・首都圏の若者）

期間 6ヶ月間・１年間

インターン

業務

週５勤務

• デジタル広報

⚬ SNS・HPの更新

⚬ 広報誌の作成

⚬ プロモーションの写真・動画の制作

• データ分析＆デジタル改革

⚬ A Iの導入について

• 新商品の開発

• イベント企画＆実施

yukinowa

による

参加者支援

• 日々の生活サポート

• 定期的なコーチングによるサポート

• デジタル広報やデータ分析、企画力、ファシリテーション

など参加者に合わせたスキルアップ研修会を定期的に開催

• インターン先にて作成や実践したもの＆参加者の過去の活動

歴＆人柄をまとめる 「ポートフォリオ」の作成支援

P10
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長期インターンシップ

として地域の民間企業で活動

アントレプレナーシップ

プログラムに興味ある人

自分のキャリア構築

について悩んでいる人

南魚沼市に訪問経験

がある学生

・南魚沼市ふるさと

ワーキングホリデー

・首都圏大学の実習

プログラム

・南魚沼市主催の探究活動

のサポート大学生

SNS発信で興味を持った人

一般社団法人プロティアン

・キャリア協会

新潟県プロティアン

・キャリア普及協会
大正大学・首都圏大学 他

入会

南魚沼市役所

yukinowaインターン

運営担当：田中晴樹

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ：新潟ﾌﾟﾛﾃｨｱﾝ•ｷｬﾘｱ普及協会理事

連携：一般社団法人ﾌﾟﾛﾃｨｱﾝ•ｷｬﾘｱ協会

新潟県ﾌﾟﾛﾃｨｱﾝ•ｷｬﾘｱ普及協会

地域の

民間企業・

行政機関への

就職

プログラム

期間後

の着地点

認定ファシリテーター・キャリアコンサルタント・コーチへの

周知と対象者への案内＆HPでの告知

プログラムへのアドバイス

大学就職支援組織・教学マネジメント

部門との連携(大学生との接続・紹介)
※今後連携を進めていく ※連携承諾済

み

連携(人材紹介)

助成金活用

としてバックアップ

ビジネスモデ

ル

スキーム

1

6
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ビジネスモデル

その他サービスの内容

その他yukinowaが取り組む事業一覧

地域おこし協力隊員の募集＆コーディネート

地域おこし協力隊経験者である田中と佐藤のノウハウにより、

募集からコーディネートまでをyukinowaで担う。

2026年より南魚沼市で取り組む予定。

【収益】

・隊員の募集・広報（１自治体あたり）：3,000,000円※

・隊員の伴走・コーディネート（１自治体あたり）：2,000,000円※

※総務省のガイドラインより

大学生向け起業家教育プログラム

【概要】

起業に興味のある若者や起業家精神を養いたい若者に向けた半年間のプログラム

【講師】

・橋本英重 氏（東洋大学非常勤講師）

・伊藤将人 氏（国際大学グローバルコミュニケーションセンター研究員）

【実績】

・試験的に5名の学生が参加した。

・１名は、現在起業準備を進める

・1名は南魚沼市地域おこし協力隊として活動を予定

【収益】

・参加費：100,000円（うち50,000円は南魚沼市現地プログラム費）

・講師費：地域企業家人材の助成金を活用

ブランドプロモーション事業

【概要】

自治体や企業のブランド価値を高めるための写真＆映像制作と発信支援を行う事業。

田中を中心に複数名でチームを結成し事業を進める。

• SNS用写真＋簡易動画セットプラン（中小企業）：50万円

• 自治体プロモーション映像制作（本格編集含む）：200万円

• 地域ブランディングパッケージ（写真・動画・SNS支援）：300万円

ポートフォリオ作成ワークショップ

【概要】

yukinowaインターンで提供する「ポートフォリオ作成」のノウハウを元に、

短期間で自分自身のこれまでの実績や自己分析結果、人柄を作成するワークシ

ョップ。

個人参加だけでなく、大学のカリキュラム導入や先進的な企業への導入の発展

も考えられる。

【対象】

・就職活動中の大学生（to個人）

・セカンドキャリアを考える社会人（to個人）

・大学のカリキュラムに導入（to大学）

・社員の実績管理やセカンドキャリアの後押しを積極的に行う企業（to企業）

SNSでの自治体・民間企業の魅力＆求人紹介事業
Instagram・YouTubeをはじめとし、yukinowaが運営するSNS内にて、

自治体や民間企業の魅力や求人の紹介を行う。

現在、YouTubeチャンネルを運営中。

P1
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他の人材紹介業との競合分析

WHO（誰に）

競合分析

サービスの例 サービスの例 サービスの例

市場と競合分

析

競合分析

WHO

若者向けの地方プログラムの競合分析

競合分析
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企業が人材を確保する際に考える競合分析

POD（差別化ポイント）

どの市場にリーチするか

市場と競合分析

ターゲット市場・差別化要素

12

若者の地方に関わるプログラムの競合分析

POD（差別化ポイント）

どの市場にリーチするか
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フェーズ

タッチ

ポイント

ペルソナ

行動

心情

感情曲線

顧客の

課題・悩

み

マーケティング戦略

ターゲット顧客とカスタマージャーニー ―若者の参加までのプロセス

1

7
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マーケティング

戦略

数値の根拠

✔

✔

✔

アクション内容

✔

✔

✔

✔

✔

マーケティング戦略

プロモーション計画

1

8
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運営計画

運営ロードマップ

現在私たちが持っているリソー

ス
コーチング・対話・深掘りの

スキルや手法

✔ 中高生113名とのコーチングを実施

✔ 中高生の探究プログラムディレクター

、

メンターの経験

大学生・若者向けの教育プログラム

企画立案・運営を経験

地方に関心のある大学生や

若者との繋がり・受け入れスキル

✔ 移住体験プログラムで142名の大学生受

入

✔ 若者向け移住体験プログラムの企画立案

・集客・運営を３年間実施

✔ 大学の地域実習のコーディネートで

43名の受け入れと運営

✔ 起業家教育プログラムの企画・運営

2025年

実施

内容

連携

先若者の繋がり

対話

×
南魚沼市内

企業社員への

コーチング

2030年

目指す

姿

×

南魚沼市内企業での、若者の

インターンシップで人材育成

実現したい

事業

地域おこし

協力隊業務・

育成を委託

×
対話ノウハウ

プログラム運営

×

地域おこし協力隊の

サポート・人材育成業務

実現したい

事業

●インターン生を多様なリソースから広報人材、新規事業立案人材、ソーシャルイノベーション人材、ＤＸ人材等に育成

●対面の深掘りとＡＩでの蓄積 ―対面を重視しながら、ＡＩで弱みや何をすべきか分析＆蓄積

●キャリア開発のプロセスを見える化 ―プロティアンキャリア協会の開発診断を使用し、人材の育成状況を診断

今後実現

したいこ

と

▶▶▶ 人材紹介⊕育成が出来る yukinowa  に ◀◀◀
P1
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運営計画

運営ロードマップ

●企業にとって、インターンシップで見極めの時間と、人材の成長度合いを見ながら、その後の採用に繋げられる

●若者にとって自分のつけたい能力を、働きながら得ることが出来、キャリア開発状態の見える化で進捗の可視化
アウトプット

●インターン生を多様なリソースからデジタル広報人材、新規事業立案人材、ソーシャルイノベーション人材、

ＤＸ人材等に育成

●対面の深掘りとＡＩでの蓄積 ―対面を重視しながら、ＡＩで弱みや何をすべきか分析＆蓄積

●キャリア開発のプロセスを見える化 ―プロティアンキャリア協会の開発診断を使用し、人材の育成状況を診断

提供でき

る

価値

▶▶▶ 人材紹介⊕育成が出来る yukinowa ブランドの確立 ◀◀◀

●yukinowa人材への信頼、インターン生を本採用し、人材課題解決への一助に

●yukinowaの人材育成スキームを信頼し、社員へのリスキリングなど、人的資本経営にも着手出来るようになる
企業の行動

酒造会社

グローバル人材の

育成をしたい

金物業界

インバウンド対応の

人材を育成したい

リゾート会社

ブランディング人材

の育成をしたい

１．口コミの広がりにより、他業界や

県内企業でもyukinowa人材の広がり

２．人材越境の仕組みを、30代にも拡大し

業界を超えた人材育成のスキームに

３．新潟県全体でブランド力が高まる

NIGATA  BRANDの確立

業界を超えた

人材の越境を実現

他業界へ

越境派遣

他業界へ

越境派遣

他業界へ

越境派遣
P18



運営計画

財務計画

P19
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企業や繋がりの

リソース

✔

✔

✔

南魚沼市内でのリソース

コーディネート

リソース

✔

✔

✔

✔

繋がりの

リソース

✔

✔

南魚沼市外でのリソース

キャリア支援の

リソース
✔

知識・能力と経験値もしくはリソースの確

保

確保しているリソース

21
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田中 晴樹

•

⚬

⚬

⚬

⚬

•

⚬

⚬

•

⚬

⚬

￭

￭

•

⚬

⚬

⚬

•

⚬

⚬

•

⚬

⚬

⚬

•

•

－一般社団法人yukinowaメンバーの知識・能力・経験
知識・能力と経験値もしくはリソースの確保

確保しているリソース

22

大正大学地域創生学部地域創生学科

４年(休学中)

P2
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佐藤 隼音
高崎経済大学地域政策学部

地域づくり学科４年(在学中)

－一般社団法人yukinowaメンバーの知識・能力・経験
知識・能力と経験値もしくはリソースの確保

確保しているリソース

•

⚬

⚬

⚬

⚬

⚬

￭

•

•

•

⚬

•

•

⚬

•

⚬

⚬

•

•

P2
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オリジナリティ/社会的インパクト

南魚沼市での若者の流れ

52

魚沼圏域の中高生向けの社会教育事業の

大学生メンター（4期合計）

142

ふるさとワーキングホリデーの

参加者（2024年9月現在）

73

大正大学 地域実習にて現地滞在をした

大学生（オンライン除く）

関係人口への導入ステップ 次の関わりのステップ 継続的な関わりの実例

✔ 南魚沼市に愛着をもち、再訪問する

名

名

名

課題として、遊びに来るところ、

第二のふるさととして訪問されるが、

その後の関わりのイメージがつかないまま

の若者も多い。

→yukinowaにて、その後の関わりを提案

✔ 自分が初めて関わった事業から、

さらなる次の関わりとして、

他の事業に横断的に参加する

例: 社会教育事業の大学生メンターを経験

→ふるさとワーキングホリデーに参加

例: 大正大学の地域実習で訪問

→社会教育事業のメンターに参加

●大学を休学して、南魚沼市の企業や

団体の取り組みに携わる

（一社）yukinowaが展開する

新たな取り組み

yukinowaインターン

この事業を通して、既にある若者の

流れから、多様なキャリア選択を行う

若者を地方で受け入れる人材還流の基

盤づくりを新たにつくる。

23
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オリジナリティ/社会的インパク

ト

私たちの想い

田中・佐藤ともに、新潟県南魚沼市にて地域おこし協力隊として

活動する中で以下を考えるようになった

南魚沼市では、一般社団法人愛・南魚沼みらい塾の取り組みを中心に、

市外の若者などが関わっているが、次の関係性になれる機会がまだない

南魚沼市では４年連続で明確なビジョンをもって大学を休学し、

活動する学生の流れがあり、さらなる流れをつくる必要があるのでは

社会教育事業「YouKeyプロジェクト」や「南魚沼市ふるさとワーキン

グホリデー」、「大正大学地域実習」、「YouKey College」などのプ

ログラムを通じて、大学生を中心とした若者が南魚沼に関わっている。

大学を休学し南魚沼市で活動した学生は４年連続で7名おり、来年度も休学し南魚沼市で活

動を希望する学生がいる。

経済的な理由や精神的な理由、学習意欲の低下による休学ではなく、“学びたい！”や

“経験したい！”という積極的な意味で休学する学生が南魚沼市だけでなく日本全国にいる。

「休む」ではなく、「究める」「究め合う」ために大学から１年間離れる選択肢も

あるのではないか。彼らにとって、❝休学❞というより“究学”という言葉が適切なのではな

いか…？ 24
P2
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オリジナリティ/社会的インパク

ト

私たちの想い

一般社団法人yukinowa

田中・佐藤は、南魚沼市と既存のプログラムを通じて関係人口となり、次のステップと

して休学や移住をし、地域おこし協力隊になった。他にも多くの関係人口の若者がいる

が、「何かやりたいけど、何をしたらいいかわからない」という声が多い

自分たち自身、

・南魚沼の既存プログラムから次の関わり方を開拓

・大学を休学し、さまざまな活動にチャレンジし“究学中″

だからこそつくれるものがあるのではないか！？

新たな事業・仕組みづくりにより、若者のキャリアを実現できる場づくりと、

ローカルな企業の価値向上を行い、地域を企業と共に盛り上げるために

非営利である一般社団法人という法人格での起業を決断した。

日本屈指の豪雪地帯の中だからこそある助け合いの精神

ヒトや情報、企業、行政、想いの輪をつなげる意味を込めた。

25
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募集人員の

不足

✔

✔

リスク対策

登記に関して ✔

市内企業と

参加者

トラブル

✔

✔

必要な許認可や法的手続き

人材紹介業の

開業に関して

✔

持続性と発展性

リスク対策と必要な許認可や法的手続き

2

6
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南魚沼市内での

動き

今後の発展性

地域外への

波及効果

田中・佐藤が

有するスキル
✔

✔

提案の実現に必要な専門知識やスキル

必要な知識

✔

✔

持続性と発展性

今後の発展性・必要な専門知識やスキル

27
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私たちのミッション

おわりに

「ヒトと地域を繋ぎ、想いを引き出し、

究め合う場と社会をつくる」を実現していく

地方の企業の人的資本経営をyukinowaで担い、

ローカルな企業の価値向上へ

このミッションを通して

yukinowa理念

2

8
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